
Ｄ－17　 生活時刻分析による家庭生活様式の追求

一母親と子供との働きかけ（interaction）

時間－

その３・奈良市勤労者世帯の場合

滋賀県大家政　　 砂田　孝子

奈良女大家政　　 北村　　 君

1･　本研究は家庭管理学・住居学の立場から家庭の各

家族構成員の動きを時刻でとらえ，住居内の諸機能を達

成するためのspace と 人 間関係などを関連させて家庭

生活の様式を追求するものである。

2･　家庭生活の中で最も重要視されるべき母親と子供

との各生活時刻をとりあげ標準的生活時刻および働きか

け(interaction ）時 間の多少と生活形態の如何を検討し

た。今回は前報にひきっづき第３報として奈良市におけ

る調査より勤労者世帯の場合について報告する。

3.　勤労者世帯の母親の起床時刻は平日と休日とでそ

の時刻変動が大きいのか特徴的で，休日の起床時刻は仙

分平均遅い。平日では起床・就寝共に農業・商業各世帯

の中間的時刻となっている。子供の生活時刻の特徴は高

校生の就寝が平均午前Ｏ時近くになっ てい る ことであ

る。働きかけ時間は平日で９時間35分，休日で13時 間55



分という結果で前報, 農業･商業各世帯の値よりも多い。
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